
                                                              豊かな里山 次代へつなげ！ 
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久重地域連携協議会 
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【主な記事】 
1面 県道高知本山線完成間近 
2･3面 新事業に挑戦、 

水質調査結果 
4面 クロスワードパズル解答、 

久重 natural チーム活動報告、 
久礼野東川さん叙勲受章 

12月 1日久重人口 
      世帯  人口 
全 体 ４９４  10２３ 
         （－１）   ( ０) 
久礼野  14０    ２９８ 
重  倉  35４    7２７ 
 ()内は前月との比較 
 

４面 １面 

…

〇
子
や
孫
た

ち
が
年
末
か
ら
順
次
帰
省
し
今

年
も
賑
や
か
な
お
正
月
で
し

た
。
そ
し
て
み
ん
な
が
帰
り
少

し
寂
し
く
も
感
じ
ま
す
が
、
そ

れ
よ
り
ホ
ッ
と
し
て
い
る
の
が

本
心
。
や
っ
と
夫
婦
二
人
の
正

月
が
来
ま
し
た
。
（
イ
ッ
コ
ウ
）

〇
１
月
も
早
く
も
終
わ
り
ま
し

た
。
行
く
（
１
月
）
逃
げ
る

（
２
月
）
去
る
（
３
月
）
と
は

よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
。
み
な

さ
ん
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

動
き
ま
し
ょ
う
！
（
健
康
悠

母
）
〇
連
携
協
は
、
今
年
か
ら

二
つ
の
新
事
業
に
挑
戦
。
里
山

の
蘇
生
と
創
生
、
そ
し
て
共
生

社
会
。
次
代
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
に
胸
躍
る
（
リ
ン
）
〇
あ

っ
と
い
う
間
に
お
正
月
も
終
わ

り
、
さ
ぁ
て
次
は
久
重
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
だ
！

各
団
体
さ
ん
か
ら
来
年
度
の
予

定
が
集
ま
っ
て
く
る
と
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
す
♪
（
ひ
ろ
っ
ち
ゃ

ん
）
〇
あ
ん
な
に
暑
か
っ
た
夏

が
過
ぎ
、
１
月
中
旬
は
寒
波
の

襲
来
に
ア
タ
フ
タ
し
た
の
も
つ

か
の
間
。
２
月
４
日
は
立
春
   

暦
の
上
で
は
も
う
春
か…

と
思

い
き
や
、
何
と
         
今
年
の
立
春

は
２
月
３
日
だ
と
か
！
よ
っ
て

２
月
２
日
が
節
分
と
な
る
そ
う

な
。
久
重
保
育
園
の
豆
ま
き
に

来
て
く
れ
る
か
な
ぁ
。
お
に
さ

ん
お
忘
れ
な
き
よ
う(

ス
ノ
ー) 

さ か も と り よ う ま 

と   よ  こ た つ 

や な せ た か し  ぼ 

ま し ん   ま さ つ 

  き の こ  か く 

た い よ う  ひ あ り 

な え  み さ ん が  

 す い そ  と り お 

 

編
集
後
記 

 2024 年 11 月 3 日付 秋の叙勲受章者が発表され、高知市久重地域から東川美知子さんが受章されまし

た。叙勲とは、国から授与される勲記(証書)・勲章を受けること、国や公共のために各界功労のあった方

に対して贈られる名誉ある章。東川さんは教育功労を受けられております。東川美知子さん、16 年前小学

校の校長先生をご退職され、現在は教科研究センター(高知県教育センター)に訪れる現場の先生のアドバ

イザーとして楽しい授業づくりのお手伝いをされています。また地元久重小学校の子どもたちの学びのサ

ポーターとしていつも優しいまなざしで学習支援と豊かな情操を育んでいただいております。 

【東川さんにインタビュー】…「仕事の仲間、地域の方、保護者…たくさんの方といっしょにこの仕事を

させてもらって感謝しています。なんと言っても子どもたちには授業のおもしろさ多様な考え方を教えて

もらえていつも驚くばかり。やっぱりこの仕事が好きと思わせてもらっています」受章を聞いたパートナ

ーのトービアンさんは国からの授与を大変驚き喜んでおられたそう。「受章は家族トービアンのサポートの

おかげ。大変感謝しています」と美知子さん。「常に研究し続けたいけど時間がかかるようになってきた。

何ができるか模索中。新しい事にも挑戦したい」お人柄があらわれるステキな笑顔が印象的でした。 

久重地域を歩いて、春の七草の野草探しに、今年も子ど
もたちが集まりました。数年間地域の方に教わりながら採
取してきましたが、今回はそれぞれの野草の好む生息場所
を確かめながら進みました。今年度、スズナ(カブ)とスズ
シロ(ダイコン)は、秋に学んだＥＭ菌の土づくりで育てま
した。収穫した野菜はどれも甘くておいしかったです。そ
の後、羽釜で炊いた七草がゆをみんなでいただきました。 

～春の七草採取～ 

～第９６回 高知市民の大学  
久重 naturalチームが講師に ～ 

講義テーマは｢知ってもらいたい優
れた活動｣『いかにして自然の恵みを
後の世代に残していくのか？-改定さ
れた生物多様性こうち戦略-』  
久重 natural チーム発足以降、地

域の｢人の魅力｣に触れた７年間の取
り組み、里山保全活動や里山体験、
久重のまちづくり計画策定会議への
参加、久重 youth 誕生秘話など…久
重の魅力を子どもの視点から、思う
存分伝えてきました。久重地域を代
表した発信です。発 
表慣れをした久重 
natural チームの 
子どもたちは、お 
じることなく堂々 
と主体的に発表し 
ていました                

県
道
高
知
本
山
線
の
拡
幅
工
事
の
完
成
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
新
年
１
月
７
日
の
午
後
以
降
、
工
事
途
中
の

新
道
へ
誘
導
さ
れ
て
ド
キ
ド
キ
し
た
人
が
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
車
を
待
避
し
て
い
た
急
カ
ー

ブ
の
旧
道
か
ら
、
市
街
地
を
望
む
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ

と
な
り
ま
し
た
。 

｢

あ
の
頃
は
怖
か
っ
た
～｣

と
語
る
の
は
３５
年
前
学
生

時
代
に
県
道
高
知
本
山
線
の
拡
幅
工
事
に
出
合
っ
た
５７

才
の
地
域
在
住
の
方
。
今
は
竹
や
ぶ
や
雑
木
が
生
え
て

い
る
所
、
県
道
の
あ
ち
こ
ち
の
待
避
所
が
道
だ
っ
た

と
。
今
ほ
ど
通
行
量
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
道
は
デ

コ
ボ
コ
、
道
は
く
ね
く
ね
一
車
線…

。
一
車
線
？
対
向

車
が
向
こ
う
か
ら
来
た
と
気
付
い
た
時
は
来
た
道
を
戻

り
回
避
場
所
ま
で
バ
ッ
ク
す
る
。
運
転
に
慣
れ
な
い
人

は
エ
ン
ス
ト
も
あ
っ
た
と
か
。
本
当
に
県
道
だ
っ
た

の
？
と
思
う
話
が
ぽ
ん
ぽ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
先
人
は

何
年
も
か
け
て
山
を
切
り
開
き
、
く
ね
く
ね
道
を
つ

け
、
車
が
通
れ
る
「
道
路
」
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。 

久
重
地
域
か
ら
見
る
市
街
地
の
夜
景
は
“
光
の
魅

力
”
で
あ
る
と
、
『
久
重
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
』
冊
子

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
の
光
が
ま
ぶ
し
く
ま
る
で

美
し
い
宝
石
箱
の
よ
う
で
す
。
昼
間
の
市
街
地
は
太
平

洋
ま
で
望
め
、
晴
れ
た
日
に
は
水
平
線
が
く
っ
き
り
。

浦
戸
湾
に
浮
か
ぶ
船
が
動
く
様
子
も
。
筆
山
よ
り
海
の

方
が
高
く
見
え
る
不
思
議
な
眺
望
！
標
高
３００
ｍ
の
空
気

が
澄
ん
だ
久
重
か
ら
は
高
知
市
の
天
候
の
変
化
も
手
に

取
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

２
０
２
５
年
、
ま
た
ひ
と
つ
安
全
へ
の
新
た
な
道
が

開
通
す
る
節
目
の
時
を
迎
え
ま
す
。
同
じ
時
、
同
じ
時

代
を
み
な
さ
ん
と
感
じ
な
が
ら
、
久
重
地
域
の
新
た
な

未
来
へ
続
く
道
と
な
り
、
次
代
へ
つ
な
ぐ
一
歩
に
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。 

 

瑞
ずい

宝
ほう

双光
そうこう

章
しょう

（久礼野）
 

久
重
地
域
連
携
協
議
会
ニ
ュ

ー
ス
62
号
「
新
春
お
年
玉
ク
イ

ズ
」
に
は

通
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
新
年
１
月
の
久
重
自

主
防
災
連
合
会
役
員
会
に
お
い

て
、
正
解
者
の
中
か
ら
厳
選
な

る
抽
選
を
行
い
、
10
名
の
方
に

千
円
相
当
の
商
品
券
を
発
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
の
こ
た
え
は
「
共
生

社
会
」
。
す
べ
て
の
人
が
互
い
を

認
め
、
敬
い
、
支
え
合
い
な
が

ら
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
今
年

も
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

撮影：山本寛子情報部員 

～新道からの眺望～ 

き よ う せ い し や か い 

ホームページ：「久重連携」で検索ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 久重地域では耕作放棄地や竹林が我が物顔ではびこる
景色が増えています。入定地区でも写真の左右に連なり
里山の原風景をかもしだしていた棚田が荒れ果てた休耕
田に変わっていました。入定では、つい数年前に田んぼを
耕すことがなくなったと聞きました。里山を蘇らせ、次代
へつないでいくための活動を手遅れになってしまわない
うちに始めなければとの思いが募ります。（＝写真：林） 
 
 
 

 

 

小
さ
な
集
落
活
性
化
事
業

は
、
２
年
度
間
の
モ
デ
ル
事
業

で
今
年
度
が
申
請
の
最
終
年
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

申
請
に
は
、
集
落
支
援
員
の

配
置
が
必
須
で
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
市
が
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
補
助
金
は
人
件
費
を
含
め

て
２
年
度
間
で
一
千
万
円
。 

  

３
集
落
で
ス
タ
ー
ト 

  

事
業
は
、
集
落
が
実
施
主
体

と
な
り
、
久
重
地
域
は
入
定
、

重
倉
、
緑
ヶ
丘
団
地
の
３
集
落

で
開
始
し
、
状
況
を
見
て
Ｒ
８ 

年
度
か
ら
は
久
礼
野
、
久
礼
野 

             

 

久
重
地
域
連
携
協
議
会
は
、
２
月
開
始
を
目
指
し
て
二
つ

の
新
補
助
金
事
業
を
申
請
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
つ
は

小
さ
な
集
落
活
性
化
事
業
、
も
う
一
つ
は
高
知
市
訪
問
型
Ｂ

事
業
で
、
連
携
協
議
会
内
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
部
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
推
進
の
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て 

集
落
支
援
員
が
久
重
地
域
に
配
置
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。 

 

補
助
金
交
付
が
決
ま
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
通
じ
て

里
山
の
蘇
生
と
創
生
を
め
ざ
し
、
ま
た
支
え
あ
い
の
久
重
型

地
域
共
生
社
会
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
久
重
地

域
の
共
通
目
標
で
あ
る
「
豊
か
な
里
山 

次
代
へ
つ
な
げ
」
に

向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。 

                   

④
地
域
の
産
業
で
あ
る
農
業
が 

成
り
立
た
な
く
な
り
、
農
業
後 

継
者
が
今
以
上
に
減
少
。 

                  

久
重
ダ
ッ
シ
ュ
村
計
画 

  

地
域
の
現
状
を
ふ
ま
え
、
新

事
業
で
は
次
の
活
動
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。 

①
放
置
さ
れ
た
空
家
、
宅
地
、

農
地
、
竹
林
等
を
調
査
し
、
所

有
者
・
管
理
者
の
確
認
。 

②
所
有
者
・
管
理
者
に
適
正
な

管
理
の
依
頼
。
ま
た
は
、
地
域

で
の
管
理
の
代
行
。 

          

み
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
す
。 

 

福
祉
事
業
所
の
事
業
は
、
小

さ
な
集
落
活
性
化
事
業
と
し
て

高
齢
者
全
般
の
生
活
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
介

護
保
険
事
業
の
要
支
援
者
を
対

象
に
し
た
補
助
事
業
で
あ
る
高

知
市
訪
問
型
Ｂ
事
業
に
も
取
り

組
む
た
め
の
補
助
申
請
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

支
え
あ
い
の
久
重
づ
く
り
は 

住
民
の
要
望
や
お
困
り
ご
と
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
オ
レ
ン

ジ
ポ
ス
ト
を
設
置
し
ま
し
た

が
、
回
収
が
月
２
回
の
た
め
、

常
設
の
方
法
は
な
い
か
模
索
し

て
き
ま
し
た
。 

               

 

オ
レ
ン
ジ
ダ
イ
ヤ
ル 

  

新
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
集

落
支
援
員
が
勤
務
時
間
内
に
携

帯
電
話
（
オ
レ
ン
ジ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

を
携
帯
す
る
よ
う
に
し
、
常
設

体
制
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
躍 

 

キ
ャ
ッ
チ
し
た
要
望
や
お
困

り
ご
と
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
生
活
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
で
解
決
を
図

り
、
経
済
的
困
窮
や
病
気
な
ど

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
連
携
協
議
会
が
行
政

や
専
門
機
関
に
つ
な
い
で
解
決

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

電
球
の
交
換
な
ど
高
い
と
こ

ろ
の
作
業
、
家
具
の
移
動
な
ど

重
た
い
も
の
の
搬
送
、
剪
定
・

草
刈
り
な
ど
危
険
な
作
業
な
ど 

高
齢
者
に
と
っ
て
は
支
援
を
求

め
た
く
な
る
ち
ょ
っ
と
し
た
お

困
り
ご
と
を
生
活
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
躍
で
解
決
し
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
こ
の
事
業
の

目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

        

 

連
携
協
議
会
で
は
、
久
重

福
祉
事
業
所
を
立
ち
上
げ

「
高
知
市
訪
問
型
Ｂ
事
業
」

を
実
施
す
べ
く
補
助
申
請
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。 

 

Ｂ
事
業
は
、 

「
身
体
介
護
を 

伴
わ
な
い
概 

ね
30
分
程
度 

の
ち
ょ
っ
と 

し
た
お
困
り 

ご
と
の
生
活 

支
援
」
を
行
う
事
業
で
す
。 

 

久
重
福
祉
事
業
所
か
ら
派

遣
さ
れ
た
生
活
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
オ
レ
ン
ジ
ダ
イ

ヤ
ル
な
ど
で
キ
ャ
ッ
チ
し
た

お
困
り
ご
と
の
支
援
に
訪
問 

             

認
定
者
は
十
数
人
で
す
。 

生
活
支
援
を
行
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
は
、
支
援
先
が

補
助
対
象
者
で
あ
る
か
ど
う

か
に
関
わ
り
な
く
、Q

U
O

カ

ー
ド
な
ど
に
交
換
で
き
る
１ 

              
 し

ま
す
。
訪
問
し
た
支
援
先 

が
要
支
援
の
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
１
件

千
円
の
補
助
金
が
福
祉
事
業

所
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ち
な

み
に
、
久
重
地
域
の
要
支
援 

 
 

             

ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募

集
の
際
に
は

積
極
的
に
応

募
し
て
い
た

だ
く
よ
う
心

か
ら
呼
び
か

け
ま
す
。 

              

回
に
つ
き
２
ポ
イ
ン
ト 

（
２
０
０
円
相
当
）
が
付 

与
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
福
祉
事
業
所
の

開
設
と
生
活
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
が
急
が
れ 

 
 
 

              

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が 

 

ち
ょ
っ
と
し
た
お
困
り
ご
と
を
解
決 

高
知
市
訪
問
型
Ｂ
事
業
開
始
へ
！ 

集
落
支
援
員
を
久
重
地
域
に
配
置 

２つの新補助金事業に挑戦！ 
里
山
の
蘇
生
・創
生
と
共
生
社
会
を
め
ざ
す 

産廃処分場火災 

水質調査の結果「問題なし」でも再発で不安残る 
事業者は住民説明会に応じる意向 

 

昨年８月の高知リサイクルセンター産業廃棄物処分場（重倉地区）火災

に伴い、連携協議会が重倉地区会、緑ヶ丘団地町内会と連名で環境影響調

査の実施などを要望したのを受けて市（環境保全課）が行った地下水の水

質検査の結果が 12 月半ばまでに明らかになりました。 

同課によると、こちらが指定した採水地点２カ所のうち、処分場付近か

ら流れ落ちてくる沢の水を生活用水としている住戸の井戸水（門平工務

店西側の最奥部）でダイオキシン類の数値が１リットル当たり 0.060pg-

TEQ（ピコグラム・ティーイーキュー、TEQ は毒性等量のこと）、また重倉

公民館敷地内の井戸水が 0・081pg-TEQ で、ともに地下水の環境基準値（１

pg-TEQ）の 10 分の 1 以下という数値でした。同課によると、これは直近

の 3 年間に調査した市街地（神田、旭街、追手筋）の地下水とほぼ同じレ

ベルということです。 

数値上は「問題なし」ということで、ひとまず安心できる結果でしたが、

一方でまたも同じ産業廃棄物処分場で 12 月 13 日の深夜に出火。翌 14 日

の午後 4 時ごろに鎮火したものの、周辺に悪臭などの被害をもたらしま

した。 

処分場の経営者は 14日のうちに市役所に出向いて火災発生を報告した

そうですが、その際に市側から住民に対する説明会を開く考えの有無を

問われ、応じる意向を示したとのこと。住民説明会が開かれれば、連携協

議会として出火原因や処分場の構造欠陥、さらには今後の経営方針など

をただしていく考えです。今のところ調整役を担う市側からの連絡を待

っている状況ですが、火災を繰り返す産廃処分場に対して市側がどう指

導監督していくかについても追及していく必要があると考えています。 

 

◆
小
さ
な
集
落
活
性
化
事
業
◆ 

＝集落支援員の配置＝ 
 集落支援員は、３集落の活性化を図るコ
ーディネーターとして、土佐山地域振興課
に配属されます。身分は高知市会計年度任
用職員で、任期は R７年度末まで。R８年度
から久礼野、久礼野団地への横展開事業が
継続されれば、さらに２年度間雇用が継続
されます。 
 
 
 
 

団
地
集
落
へ
も
広
げ
て
い
く 

（
横
展
開
事
業
）
展
望
を
持
っ

て
い
ま
す
。 

 

事
業
内
容
は
、
集
落
内
の
放

置
さ
れ
た
空
家
、
宅
地
、
農
地
、

竹
林
な
ど
を
適
正
に
管
理
す
る

と
と
も
に
蘇
生
・
創
生
を
図
る

事
業
と
久
重
福
祉
事
業
所
を
設

立
し
、
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く

り
（
久
重
型
地
域
共
生
社
会
）

を
目
指
す
事
業
で
す
。 

                

■
里
山
の
現
状
・課
題
・取
り
組
み
■ 

実
態
調
査
を
も
と
に
様
々
な
挑
戦
を 

  

里
山
４
つ
の
懸
念 

  

事
業
の
導
入
に
あ
た
り
、
役 

員
会
で
は
地
域
の
現
状
に
つ
い 

て
話
し
合
い
、
次
の
よ
う
な
懸 

念
を
確
認
し
ま
し
た
。 

①
農
業
の
後
継
者
が
不
足
し
、 

耕
作
放
棄
地
が
売
却
さ
れ
、
土 

砂
の
埋
立
地
と
な
っ
た
り
、
廃 

棄
物
の
投
棄
等
が
行
わ
れ
河
川 

へ
の
汚
水
、
泥
水
の
流
入
。 

②
管
理
さ
れ
な
い
宅
地
、
竹
林

が
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
増
加
し

里
山
と
し
て
の
景
観
の
破
壊
。 

③
イ
ノ
シ
シ
等
の
害
獣
被
害
の

増
加
。 

                

③
農
業
移
住
者
の
受
け
皿
と
な 

る
農
地
に
つ
い
て
土
地
所
有
者

と
の
調
整
。 

④
非
農
家
住
民
に
よ
る
作
物
の

オ
ー
ナ
ー
制
度
等
農
業
参
加
の

促
進
を
図
る
。
農
業
へ
の
理
解
、

住
民
交
流
の
場
と
し
て
休
眠
地

を
耕
作
可
能
な
状
態
に
移
行
す

る
取
り
組
み
（
久
重
ダ
ッ
シ
ュ

村
計
画
） 

⑤
耕
作
放
棄
地
を
使
っ
た
里
山

ら
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
。 

⑥
新
た
な
久
重
ブ
ラ
ン
ド
作
物

の
生
産
試
験
の
実
施
。 

            

▼
久
重
型
地
域
共
生
社
会
▲ 

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
動
力
源 

  

人
口
減
少
・
高
齢
化 

  

久
重
地
域
に
は
も
う
一
つ
、

人
口
減
少
と
急
激
な
高
齢
化
の

進
行
と
い
う
深
刻
な
現
状
が
あ

り
ま
す
。 

 

豊
か
に
安
心
し
て
住
み
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
久
重
地
域
で 

あ
る
た
め
に
は
、
支
え
あ
い
の

地
域
（
久
重
型
地
域
共
生
社
会
）

づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。 

  

久
重
福
祉
事
業
所 

  

そ
の
た
め
、
２
月
か
ら
久
重

福
祉
事
業
所
を
設
立
し
、
生
活

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
基

軸
に
し
た
生
活
支
援
の
取
り
組 

            

 

２面 ３面 


